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齋藤孝先生のお話を聞いてきました。 

 先日、齋藤孝先生の特別講義「日本語力とコミュニケーション力」を受講する機会が

あり、お話を聞いてきました。齋藤先生は静岡市出身で、静岡高校、東京大学法学部

卒業、大学院教育学研究科を修了、現在は明治大学文学部教授をされています。 

本業の傍ら、「全力！脱力タイムズ」などへの番組出演、NHK教育テレビ「にほんごで

あそぼ」総合指導、「声に出した読みたい日本語」の他にも 70冊以上の執筆など、多方面で活躍されて

います。 

 予定では 70分の特別講義でしたが、齋藤先生のユーモアあふれる話術で、あっという間に過ぎ、更に

は 10分ほど延長しても尽きない、面白いお話でした。今回の進路通信は、そんな齋藤先生のお話の中か

ら、私が印象に残ったことを皆さんと共有したいと思います。散文的な文章になっていますが、皆さんの想

像力で趣旨を読み取ってください。 

 

(1) 来た球を打つ！ 

 高校生は「無理です」といって断ることができるけれど、大人は仕事を選り好みできな

い。テレビ番組に出演しているときは、常に「無茶ぶり」をされる。それを躊躇していると、

次の出演依頼はこない、出演チャンスを逃してしまう。1950 年は男女とも 1.5％程度

であった「生涯未婚率」は、2020年には男性が 28.3％、女性が 17.8％と増えている。 

 齋藤先生は「悩んだり、躊躇したりする前に、まずは行動（アクション）を起こすことの大切さ」を伝えたい

のだと思いました。齋藤先生自身がテニス部に所属していた経験から、「来た球（ボール）を打つ！」と表

現したのでしょう。生涯未婚率の話はどんな関係があったのでしょうか。 

 

(2) 自由とは技である！ 

 「自由」と「勝手」は違う。戦後の高度経済成長を支えたのは戦前の教育を受けた人々であり、明治維新

を成し遂げたのは江戸時代の教育を受けた人々である。前時代の教育のすべてが悪いわけではない。特

に江戸時代の日本の識字率は他国に類を見ない。字が読めることによって、過去の偉人が記した考えに、

自由に触れることができる。スポーツでも何事でも、自由に振舞うためには「技」が必要である。 

 日本語を大切にしている齋藤先生らしい切り口です。皆さんは朝読書などを通して、どんな偉人と交流

していますか。 

 

(３) 量質転化 

 人は歩くときに、手を振りながら右足を出してから左足を出してと意識しながら歩いている人はいない。

自転車を例にすれば、最初から自転車に乗れる人はいない。初めは何度も何度も転ぶが、ある時から不

思議と乗れるようになる。そして、友だちと話したり、片手を離したりしているときには、自転車の漕ぎ方を

考えなくても、自転車に乗れている。自転車に乗ること（量）が増えることによって、自転車に乗る質が変わ

っていく。これを「量質転化」という。量質転化する（させる）ためには、反復練習が必要である。 

 基本的な計算は、できるようになるまでドリル練習しないと、できるようにはならないですよね。ちなみに、

会話をしながらの並進や片手運転、スマホを見ながらの自転車運転は道路交通法違反です。絶対にして

はいけません。 

 

(４) 知仁勇＋笑い 

 「子曰、知者不惑、仁者不憂、勇者不懼」・・・論語にある有名な一文、「ものの道理

が分かっていれば戸惑うことがない。思いやりの気持ちを持てば心配ごとがない。勇

気があれば恐れることはない。」という意味。知者とは判断力がある人、仁者とは優し

い人、勇者とは行動力がある人。数千年も前の人が伝えた内容であっても、漢字を

知っていれば、おおよその意味をくみ取ることができる。漢字は素晴らしい技（ツー

ル）である。 

 齋藤先生は、11 月に開催された YOASOBI 東京ドーム公演に行ってきたそうです。「群青」や「アイド

ル」など名曲揃いだと、熱く語っていました。「勇者」もいいですよね、私も聴いています！ 



１月模擬試験の申込みを受け付けます！ 

 進路通信Ｎｏ．５は模擬試験の受験を勧めましたが、いかがだったでしょうか？ 

 早くも、今年度最後の模擬試験を１月 18日（土）に実施します。ついては 12月２日（月）～10日（火）の

間で申込みを受け付けます。進学を希望している人は、ぜひチャレンジしてください。 

 

  日  時 平成７年１月 18日（土） 午前８時 30分集合（午後２時 20分終了、要昼食） 

  会  場 天竜高校 共通５教室 

  教  科 国語、数学、英語 

  受 験 料 3,350円 （申込用紙記入のうえ、12月 10日までに受験料を添えて担任へ） 

 

今回のアンケート内容は東京キャリア研修の振り返り 

 進路通信Ｎｏ．５アンケート回答数は 129（回答率 95％、１回目 96％、２回目 98％、３回目 36％）で、

再び高い回答率となりました。アンケートへの協力ありがとうございました。 

 進路通信Ｎｏ．６のアンケートでは、東京キャリア研修を含めた２学期の振り返りを目的に実施します。 

前回同様、グーグルのClassroomに配信します。県教育委員会から割り当てられているグーグルアカ

ウントでログインして回答してください。          （〆切は 12月 6日（金）午後４時まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分を漢字一文字で表すと？」 

 楽、笑、明、迷、努、優、怠、変、一、頑、元、

自、心、人、騒、美、面は、二人以上が選んだ

漢字となりました。 

 

 


